
 
  

皆様にとっての「楽農生活」とは！ 兵庫楽農生活センター長 小舟 博文 

楽農学校ＯＢ会の皆様におかれましては、ご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。 

また、平素は兵庫楽農生活センターの運営や各種行事への参加など、格別のご理解とご支援を賜り厚

くお礼申し上げます。私は、今年４月に前 岩見昌典センター長から 20 年目のバトンを引き継いだ小舟

でございます。 

兵庫県が提唱する『楽農生活』とは、食と「農」に関する様々な学びや体

験とその実践を通じて、自然や農業と共に生きていることを実感しながら、

食と「農」を楽しむことができるより豊かな暮らしを目指す生き方です。 

ＯＢ会の皆様は、それぞれの目的や求めるライフスタイルに応じて当セン

ターにお越しいただいた訳ですが、現在の皆様にとっての『楽農生活』とは、

どんな意味を持つのでしょうか？ 

当センターは、今年 11 月に 20 周年を迎えます。平成 18 年に開園して以

来、来園者数は 280 万人を超えコロナ禍で落ち込んだものの、ここ数年はレ

ストラン来店者数・直売所来店者数ともに増加傾向にあります。また、親子農業体験教室の参加は約

2,240 家族となり、イチゴ・スイートコーン等の野菜、ブドウ・ウメ等の果樹、きのこなどの栽培・収

穫や加工、寄せ植え・木工等の各種体験などにも約 14.9 万人の方が参加されています。 

一方、楽農学校の就農コースでは、令和 2 年度の 17 期生よりイチゴの環境制御システムの導入等に

より 8 月に修了を迎える 22 期生を含めて約 360 名の受講者となっています。更に昨年度からは、多様

な生き方への対応や地域の担い手育成のために半農半Ｘコースを開設し、有機農業塾では受講者数を拡

大するなど、県民の方々のそれぞれの目的やライフスタイルに応じて気軽に『楽農生活』を体験・実践

できる機会と場所を提供してきました。 
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※R7 年度末現在 

現在、当センターでは来る 11 月 8 日(日)に毎年恒例の秋の感謝祭と同時開催で兵庫楽農生活センタ

ーの 20 周年を祝う様々な記念イベントの企画を関係者の方々と検討・調整中です。『楽農生活』を次代

につなぎ広げるための新たな 10 年に向けた基調講演や現役研修生・ＯＢ会員の方々による座談会など

も検討しています。 

当センターを訪れるのが 20 年ぶりの方も数年ぶりの方も度々お越しいただいている方も、今回の 20

周年を機にコース・講座や年度ごとの同窓会等を企画していただくなど、「農」業に関わったからこそ感

じ体験された様々なことを話題に旧交を深めていただければと思うので遠慮なくご相談ください。 

更に新旧ＯＢや現役受講生との交流による新たなネットワーク作りなどを通じて、皆様方にとっての

『楽農生活』の意味や現在・過去・未来に思いを馳せていただき、これまで以上に食と「農」を楽しむ

きっかけにしていただければ幸いです。 

楽農生活センターは、いつでも皆様方の再訪をお待ちしています！ 

気軽にお越しください！ 

楽農学校ＯＢ会だより
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施設見学会 報告 

環境配慮型農園「エコファーム」＆堆肥工場「コンポストファクトリー」視察会レポート 

5月16日（土）、初夏を思わせる爽やかな快晴のもと、楽農学校 OB 会による視察会が開催されまし

た。定員間近となる19名の会員が参加し、自動車に乗り合って三木市の山間部へと向かいました。 

今回のテーマは「循環型農業の実践を学ぶ」。私たちが日々向き合う「土」や「作物」の未来を考え

る、非常に熱のこもった一日の様子をお届けします。 

■ 圧巻の処理能力と、働く人の誇りに触れた「コンポストファクトリー」 

最初に訪れたのは大栄環境（株）が運営する食品残渣堆肥工場「コンポ

ストファクトリー」です。スーパーなどから回収された食品廃棄物が、

最新鋭の縦型発酵装置によって効率的に堆肥化されていくプロセスを見

学しました。 

その処理能力はなんと1日あたり75.6トン！驚いたのは、企業自らが農業

生産法人を立ち上げ、その堆肥でコメや野菜を栽培し、再び循環させる「リサイクルループ」の一員

として取り組みに参画している点です。 

日頃から土づくりにこだわる OB 会員からは活発な質問が飛び交いましたが、

何より印象的だったのは現場で働かれているスタッフの皆様の姿でした。「非

常にやりがいを感じていて、他の部署への異動は嫌なんです！」と笑顔で語る

その表情からは、持続可能な社会を支えているという強い誇りと情熱が真っ直

ぐに伝わってきました。 見学後には「この情熱が詰まった堆肥を、さっそく

自身の畑で試したい！」と、多くの参加者がその場でたい肥をお土産に購入。

農業への想いがさらに深まる一幕となりました。 

■ 丁寧なご案内でプロの技術を体感した「エコファーム」 

続いて、コープこうべグループ直営の「エコファーム」へ。ここは数々の農林水

産大臣賞や環境大臣賞に輝く、いわば環境配慮型農業のトップランナーです。 

ここでは、現地のご担当者様が広大な農場内をくまな

く一周、本当に丁寧に案内してくださいました。食品

残さを活かした土づくりはもちろん、太陽熱を利用し

た土壌消毒など、環境負荷を徹底的に減らす栽培管理

（生協版 GAP）の現場を間近で見学することができま

した。 

美しく管理された圃場で、オリジナルブランド「フードプラン」の野菜が育

つ姿に、参加者は一様に感銘を受けた様子。「自分の畑でも応用できる技術

はないか」と、ご担当者様の説明を熱心にメモする姿が印象的でした。 

 



■ ミシュランの名店で和気あいあい、美味なる懇親会 

学びの後は、お楽しみの昼食・懇親会です。三木市吉川町にある三田和牛ダイニング「佳豊（けいほ

う）」へと移動しました。ミシュランガイドのビブグルマンにも選ばれた名店です。 

精肉店直営ならではの新鮮な三田和牛を使った「すきやき重御膳」や「ハンバーグ御膳」が運ばれる

と、テーブルのあちこちから「美味しい！」と歓声が上がりました。5月の心地よい疲れのなか、極上

のランチを囲みながら、視察の感想やそれぞれの畑の近況報告など、情報交換の輪が広がります。終

始和気あいあいとした温かい雰囲気に包まれ、14:00ごろに現地にて解散となりました。 

■ 視察を終えて 

今回の視察会は、「堆肥化（製造）」から「農場（栽培）」、そして「店舗・消費（循環）」へとつながる

一連の流れを五感で学ぶ、大変有意義な機会となりました。現地で出会った方々の温かいおもてなし

と仕事への誇りは、私たちにとっても大きな刺激となりました。 

絶好の視察日和のなか、共に学び、共に笑い、OB 同士の絆がいっそう深まった一日。今回得た感動

や、購入した堆肥の成果を、これからの私たちの楽農ライフにぜひ活かしていきましょう。 

ご参加いただいた皆様、そして安全運転で乗合車両を出してくださったドライバーの皆様、本当にあ

りがとうございました！ 

（OB 会事務局・記） 

 

◆参加者に対して実施したアンケート結果の概要は以下の通りです。 

• 参加者の8割以上（81.8%）が満足と回答し、移動中や懇親会での交流も含め、OB 同士の親睦を深める場

として高い成果が得られた。 

• 施設見学では、利益面の現実も含めて循環型農業の意義をリアルに学び、各自の環境配慮（省力化や素材

の活用）への意識を高める機会となった。 

• 一方で、3箇所の拠点移動による負担への配慮や、食後にしっかりと近況報告などを行う「懇話会」の時

間を求める改善要望も挙げられた。 

• また、次回以降に向けて、今回不参加だった OB がより気軽に参加しやすくなるための前向きな工夫の

提案も寄せられている。 

• 視察会は学びと親睦を深める場として成功を収め、今後の OB 会活性化と運営改善に向けた貴重な示唆

を得る集計となった。 

 

 

 

 



「頑張ってます」 OB 農場紹介 三ツ江農芸 

今回紹介させていただくのは、楽農学校就農コース 14 期生の三ツ江泰啓さんで

す。 

修了されてすぐに押部谷高和地区で三ツ江農芸として、10 年ほど前から秋冬はキャ

ベツ・ブロッコリー・カリフラワー・セロリ・白ネギに、夏はスイートコーンを栽培

されています。 

最初の 3 年ほどは厳しく大変だったそうですが、

仲間や取引先のおかげで現在露地 2 町 6 反（約 7800

坪・ハウス 3 棟）を耕作されています。 

特に夏場のスイートコーンについては JA「こうべ

旬彩」スイートコーン部会（13 名）の部会長として活躍されており、夏

場はスイートコーンだけ栽培され、6 名の仲間とヘッドライトをつけて朝

1 時～3 時は収穫、3 時～5 時選別し 5 時から JA・仲卸・八百屋・直売所

などに出荷されます。6 月～7 月は約 5 万株と秋作用の 1.5 万株を耕作し、その間 1200～1300 本/日を出荷

されています。 

最近は鳥害・獣害に高温被害が多くなり苦慮されていますが、頼れる仲間とともにさらなる品質向上を目指

されています。 

ご本人は経営感覚を持って農業に取り組む姿勢が必要と言われ、時

機を見てご自身の体験を基に、これから就農を目指される方中心に

勉強会など開催できればと意欲満々です。 

これについては OB 会も協力していければと思います。 

 

三ツ江さんの三ツ江農芸はホームページを開設しています。 

時期によっては商品の購入も可能ですので、ぜひご覧ください。                                                                                                 

https://kobe-mitsue-agriculture.square.site/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンテレビの取材を受けました 

https://kobe-mitsue-agriculture.square.site/


 第五回 有機「BLOF ブロフ理論」について   五島隆久 

生態系調和型農業理論 Bio Logical  Farming 

植物は、光合成によって炭水化物を作り出し、さらに炭水化物を使ってたんぱく質を合成していくことで生育す

ることを説明しました。このたんぱく質を合成するにあたって重要材料がミネラルです。植物の生命維持に必要

なミネラルは、17 元素あると言われています。そして、植物体内あるいは、人間体内でもいろいろな働きをして

くれます。 

植物が正常に生育していくのに必要不可欠と言われているミネラルは、以下の 17 元素です。 

 

①炭素 ②水素 ③酸素 ④窒素 ⑤リン ⑥カリウム ⑦カルシウム ⑧マグネシウム ⑨硫黄 ⑩鉄 

⑪マンガン ⑫ホウ素 ⑬亜鉛 ⑭銅 ⑮モリブデン ⑯塩素 ⑰ニッケル 

（土と施肥の新知識 ｐ64 渡辺和彦先生執筆欄より抜粋） 

 

炭素 C 水素 H 酸素 O  窒素 N は、植物が光合成活動をしていくための材料です。 

炭素は、葉の裏にある気孔から空気（酸素 O や二酸化炭素 CO2）を吸い込むことで調達しています。 

水素は、水 H2O を主に根から吸収することで調達できます。 

 

「ミネラルとは、五大栄養素のひとつである。体内で作ることができないため、毎日の食事から取る必要があり

ます。」・・・ミネラルとは、と AI に聞いてみました。 

 

植物も同じで、土中にあるミネラルを根から吸収することで調達しています。 

BLOF 栽培では、自然界にあるだろうミネラルに加えて、積極的に施肥により供給することを重要だと考えてい

ます。 

 

下記、急速な成長/多収によりミネラル不足（マンガン不足）を起こした五島農園のオクラの状況です。 

7 月 20 日から収穫を始め、まだ 10 日余りですが、反収にして 5t ペースです。元肥にミネラルも必要量施肥し

ていましたが、足りなかったようです。一昨日慌てて追肥しました。 

 

実が成る果菜類は、実＝種ですので大量のミネラルを種に送り込みます。多収であればあ

るほど、ミネラルの必要量は増えます。 

注意点：ミネラル＝鉱物です。 

よって、植物は、根から根酸 ph4.7 出して、ミネラルを溶かし、吸収します。土壌 ph が

重要な要素なのです。 

 

※（裏技）ミネラル施肥後、食酢 300 倍希釈で灌水するとミネラル溶解の助けになります。 

 

 

 

 

 

 

 



 総会開催のご案内 

「総会」の開催を下記のように開催させていただきます。 

場所…兵庫楽農生活センター B 研修室 （総務課事務所横） 

日時…令和 8 年 9 月 5 日（土）13：00 

懇親会も併せて開催いたします。 

場所…兵庫楽農生活センター内 ファイブカントリーカフェ 

日時…令和 8 年 9 月 5 日（土）14：30 

参加費 500 円…珈琲か紅茶＋ケーキセット 

参加申込み…添付別紙をご覧ください。 

 

ご意見やご提案等ございましたら、rakunouob@rakunouob.sakura.ne.jp までお知らせください。 

 

 

 

秋の行事案内 

秋の感謝祭＆楽農生活センター20 周年行事  日時：11月 8日(日) 10：00～ 

★出店用食材作り       日時：11月 7日(土)  13：00～ 

★食材準備・販売活動     日時：11月 8日(日)  8：30～ 

※上記行事のご協力・ご参加は別添の申込用紙でお願いします。 

 

諸般の事情により、変更・中止などの場合があります。ご了承ください。 

食材準備の調理室はそばの調理に使用されています。そばアレルギーなどの方はご注意ください。 

 

 

 

 

 〒651-2304 
神戸市西区神出町小束野 30-17 楽農生活センター 
 楽農学校課「楽農学校 OB 会」 

電 話  ： ０７８－９６５－２０４７ 
ＦＡＸ  ： ０７８－９６５－２６５９ 
MAIL    :  rakunouob@rakunouob.sakura.ne.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ : https://rakunouob.sakura.ne.jp/blog/ 
 

編集後記 

気候も大きく変化し、従来の温度管理では対応できないほ

ど農作物にとって厳しく、人間にとっても大変な状況が続

いています。どうか負けずに立派な農作物を作ってくださ

い。 

また、最近怪我をされる方も増えているようです。 

くれぐれもお気をつけてください。 
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